
令和４（２０２２）年度  学習の手引き（シラバス） 

      科 目 名                単 位 数    

１．教科書・副教材 

標準現代文 B（第一学習社）新訂総合国語便覧（第一学習社）/ 漢字ボックス（浜島書店） 

２．科目の目標 

 さまざまなものの見方、考え方、感じ方を知り、偏らない視点で主体的に物事をとらえ

ることのできる判断力、豊かな感受性を育む。 

３．学習の計画 

  学  習  の  内  容 考査範囲 時数(予定) 

 

１ 

 

学 

 

期 

 

４月 

 

 

５月 

 

 

６月 

 

調律師のるみ子さん 

 

 

新しい地球観 

 

 

コミュニケーションの 

文化 

 

 

小説のおもしろさを味わい、登場人物

の心情の変化に着目して、基本的な読

み方を習得する。 

年度の初めに随想的評論に触れ、自ら

が拠っている価値観とこれからの価値

観について考える。 

日本的なコミュニケーションが国際社

会では少数派であることを理解したう

えで、海外への広い視野を身につける。 

期末考査 20 

２ 

 

学 

 

期 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10月 

 

11月 

僕らの時代のメディ

ア・リテラシー 

 

 

卒業 

 

 

経験の教えについて 

 

論理的な文章の読み方を習得する。 

メディアの長所と短所について理解

し、情報を的確に取捨選択する姿勢を

養う。 

小説の読解を通して、「仕事」や「友

情」、「責任」について考える契機と

する。 

論理的な文章の読解力を身につける。 

経験と自己認識との関係を理解する。 

期末考査 28 

 

３ 

 

学 

 

期 

 

11月 

12月 

 

１月 

こころ 明治という近代の幕開け期の理念や制

度と、人間の欲望や生き方との関係が

どのように問題にされていたかを理解

する。作者の考えに対する自分の思い

を文章として表現する。 

学年末 

考査 
22 

４．評価の方法 

「関心・意欲・態度」「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」「知識・理解」以上５つ

の評価の観点に基づいて評価する。 

５．学習にあたっての注意とアドバイス 

課題・授業中のノートも評価の対象とするので、日々の積み重ねを大切にする。 

 

現代文 B （３年）  ２ 


